ACE　RC　GT5　3軸ジャイロ　取り扱いマニュアル (JC6276)

訳者注：

この文書は、JC6276というマニュアルバージョンを日本語化したものです。誤植などが多く、かなり分かりにくいマニュアルと言えます。

これと同じバージョンのマニュアルをお持ちの方もおられるかと思い、一応公開しますが、あまり役にたたないのではないかと思われます。

幸い、現在は、JC6276V2にバージョンアップされ、記述の仕方がかなり改善されている模様ですので、こちらも近日中に日本語化して公開する予定です。

実際のユニットを入手しないまま、マニュアルのみを日本語化したものなので、誤りを含む可能性がありますので、御注意ください。

また、著作権を侵害する恐れがありますので、あくまでも個人的使用に限定してください。また、御使用は個人の責任でお願いします。訳者としては、一切の責任を負えませんので、悪しからず。

GT5

ACE RC GT5は、フライバーレス及び3枚以上のローターブレードを持つマルチブレードのラジコンヘリコプター用の高機能3軸機体安定装置です。最大限の互換性を確保するために、GT5は現在市場に出回っている多くの受信機（通常のPPM受信機及び、スペクトラム・JR・双葉及びその他のメーカーの2.4G受信機）でお使いいただけるように設計されています。受信機の装置やソフトウェアは多岐にわたるために、Thunder Tiger では市場に出回っている全ての受信機での動作を保障するものではありません。

GT5は、設定を容易にするためにタッチパッドによる入力とアイコンによるメニューを表示する高度な有機LEDディスプレイを装備しています。GT5をコンピュータに接続する必要はありません。GT5は、最新のMEMSジャイロセンサー技術を用いており、自動的に温度と機体の位置を修正するアルゴリズムを使用しています。GT5によって、フライバーレス機体の操縦が容易になり、楽しいフライトを提供してくれます。

特徴：

· 非常に正確な3軸機体の安定化制御

· 有機LEDディスプレイによるアイコンベースのメニュー表示

· タッチパッドによる設定で、設定用の別の機器が不要

· 最新のMEMS　センサー搭載

· PPM受信機から、スペクトラム・JR のサテライトレシーバーをサポート

· 双葉S-BUS方式及びその他の受信機のサポート

· コネクターは双葉・JR両方式に対応

· 小型・軽量

· 高品質合金ケースにより高い放熱効果

仕様：

表示用ディスプレー
96x64 ピクセル有機LED

入力


タッチパッド入力

CPU


32bit 高速プロセッサー

センサースピード

3軸 +/-500°/秒

テールサーボパルス
1500us/970us/760us をサポート

テールサーボ周波数
50Hz – 333Hz をサポート

スワッシュサーボ周波数
50Hz – 200Hz をサポート

スワッシュプレートタイプ
90°・120°・135°( 140°)をサポート

サイズ


29.5x32x16mm

重量


15g

サーボコネクターの接続
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受信機の接続

スペクトラム及びJRのサテライトレシーバーを直接GT5に接続することが可能。直接サーボとサテライトレシーバーを接続されたGT5を中心としたクリーンな配線が可能となります。S-BUSを装備した双葉の受信機を使う場合も、S-BUSコネクターをソケット６(Imp 1)に接続することにより、すっきりとした配線とすることが出来る。サテライトレシーバーとS-BUS方式の受信機のメーカーが仕様を変更する場合もあるので、Thunder Tiger は、すべてのサテライトレシーバーとS-BUS受信機での動作を保障するものではありません。GT5は、サテライトレシーバーでの動作確認をしておりますが、ユーザは自己の責任でサテライトレシーバーをご使用ください。ノーマルの受信機を使い、GT5をノーマルの受信機に接続することも可能です。

外部電源・BECの使用

電動機のBEC内蔵型のESCを用いて、GT5にサテライトレシーバーやS-BUS受信機を接続して使用する場合、外部電源を使用する必要はありません。エンジン機または電動機でオプト式のESCを使う場合は、外部電源またはレギュレーターを使用し、二股ケーブルを使用して、GT5と受信機及びサーボに給電する必要があります。その際、GT5のソケットは 1 (Throt), 3( Ail-l), 4(Elev) または5 (Ail-r)に接続します。入力電圧は4.8V～8.4V となっています。

· GT5のディスプレーにBEC/受信機の電圧が表示されます。

トータルゲインは、テールとスワッシュのゲインを示します。トータルゲインを増減することにより、一度にテールのゲインとスワッシュプレート修正のゲインを変更することが出来ます。トータルゲインの増減により、それぞれテールとスワッシュプレート修正のゲインが増減されます。例えば、P Tail と P Swashplate の値がそれぞれ８０と６０である場合、トータルゲインを１００％とすると、実ゲインは、８０と６０になります。トータルゲインを60％とすると、それぞれの実ゲインは、それぞれ４０と３０になります。

GT5に通電すると、直ちにこの画面が表示されます。GT5本体や搭載した機体を動かすと、3軸それぞれについてGT5が認識した機体の動きを表示します。もし、ピッチ、エルロン、エレベータ、ラダーに表示されている値がゼロに戻らない場合も、それが通常動作ですので、ご心配には及びません。

セットアップ手順
初期設定

1. 通電後、画面の左側にカーソルが表示される。カーソルの移動は、GT5の左側面のタッチパッドを指で触れて操作する。

2. カーソルを画面上部（Ace RCロゴが表示されている）に移動して3秒保持することにより、メインメニューに入る。その後、詳細なメニューに入る場合は、ダブルクリックをする。

3. ヘリコプタータイプの選択（エンジン機 or 電動機）選択の後、タッチパッドをダブルタッチして、設定を保存。ダブルタッチは、素早く軽くタッチをする必要があるので、多少の練習を要する。

4. サーボの周波数の設定。この設定によりサーボの動作に差が出るので、適切な値をサーボの仕様書で確認することが必要。例えば、ご使用のサーボ周波数が166msecの場合、これより高い周波数を設定するとサーボを傷める。設定後、画面をダブルタッチして設定値を保存。

5. 受信機タイプの選択。３つのタイプ（ノーマル・サテライトレシーバー・S-BUS）から1つを選択。サテライトレシーバーを使用する場合は、バインドの操作が必要となる。バインドは、
(ア)サテライトレシーバーをGT5に接続
(イ)握手アイコンの画面を表示して、画面をダブルタッチ
(ウ)サテライトレシーバーのオレンジ色のLEDが点滅する
(エ)送信機のバインドボタンを押した状態で、送信機の電源ON。レシーバーのLEDが緑点灯するまでバインドボタンを解放しないこと。
(オ)GT5 の電源OFF、送信機の電源OFF

6. オートエグジットの設定　　メニューで一定期間入力がない場合、そのメニューから自動的に上位のメニュー項目に戻る時間を秒単位で設定する。初期値は25秒。時間を指定した後、ダブルタッチで保存。

7. スワッシュサーボ動作方向の設定　設定後ダブルタッチで保存。

8. スワッシュのジャイロ修正方向の設定　ノーマル/リバースで選択の後、ダブルタッチで保存。機体を前傾させた場合、GT5によってスワッシュプレートが後ろに傾き、左エルロン方向にか傾けた場合、スワッシュプレートがエルロン右方向に傾くこと。

9. テールジャイロの修正方向の設定　ノーマル/リバースで選択の後、ダブルタッチで保存。機体のノーズを左に動かした場合、GT5 によって、テールスライダーがノーズを右に動かす方向に動くこと。

10. スワッシュプレート　ピルエット補正方向の設定　ノーマル/リバースで選択の後、ダブルタッチで保存。ホバリング状態でピルエットをして確認することが最善。修正方向が正しければ、機体はピルエット中にも水平を保つ。修正方向が逆の場合、ピルエットの途中に機体が揺れるような動きが見られる。

11. サーボニュートラルの設定　初期値は０．適切な値を設定して、ダブルタッチで保存。この設定は、送信機のサブトリム機能に似ていて、サーボホーンの角度を微調整することを目的としている。GT5がスティックからの入力と判断してしまうので、送信機のサブトリムは絶対に使用しないこと。

12. ダイナミック（スティックの応答性）を確認して、25から50の間の値を設定する。初期値は25．

13. スワッシュサーボのトラベルリミットの設定　ピッチ、左右エルロン、エレベータアップ・ダウンの可動域を設定する。3軸のそれぞれの方向で最大の可動域を確保できたら、それぞれの設定値を保存する。

14. スワッシュプレートの可動域の設定。通常は、リミットをかける必要はない。

15. テールサーボのリミット設定。　通常、テールサーボにはリミットをかける必要がある。送信機のラダースティックを左一杯 -> 右一杯　に操作して、両方向のリミットを設定する。

詳細メニュー( P/I menu )

スワッシュプレートアイコン

	P__　　
	　P　ゲイン
	ロール軸、ピッチ軸の止まり具合の設定。設定値を上げると、急激に止まる。

	I__
	  I　ゲイン
	ロール軸、ピッチ軸の動きをより滑らかにする。

	I 
	　I-D-stick
	初期値は１００．この値を減ずると、最クリックの反応が速くなり、ミソスリを抑える効果がある。

	D
	  D-sense
	Pゲインを最大値にしても、止まりが不十分な場合、この値を上げることにより、さらに急速に止まるように出来る可能性がある。

	feed
	Feed-forward
	８０以上の値を設定すると、フライトフィーリングがよりフライバー式のフライトフィーリングに近づく。８０以下の値を設定すると、シミュレーターで飛ばすような感覚を生み出す。

	I-lim
	I-lim
	高速直進飛行で機体の水平が保持しにくく、ピッチングが見られる場合は、この設定値を上げる。

	Hover
	Hovering
	ホバリングにおけるスワッシュプレートの安定性を設定する。設定値５は、３Dフライトにおいて安定性が最大となり、敏捷性は低下する。経験豊かな操縦者には、安定性を少しさげる３～４の設定値には好ましいこともある。


但し書き

D－感度とD－stick は止まり具合を調整する。止まり具合の好みは、操縦者によって異なるので、各自が最も好感をもてる設定値を探る必要が或る。テールも同様。

サテライトレシーバーを用いる場合、７ｃｈでスワッシュとテールのトータルゲインを調整する。ノーマル受信機の場合は、term （７番）ソケットの真ん中のピンがトータルゲインの調整用となる。送信機からこのトータルゲインを調整することにより、テールやスワッシュのハンチング動作に対処することが出来る。

ローターブレードアイコン

	P
	   P　ゲイン
	テールの止まり具合を設定。設定値を上げると、より急激な止まり方となる。

	I
	   I　ゲイン
	設定値を高くすると、ピルエットレートが一定化し、ピルエットがより滑らかとなる。

	D
	   D-感度
	Pゲイン設定で、テールの止まりが十分でない場合は、この設定値を上げることによって、より急激な止まりを得ることができる。

	D
	Tail-D-DB
	ラダースティックニュートラルで、ハンチングが見られる場合、サーボのデッドバンド設定を調整する必要がある。設定値を下げると、デッドバンドの範囲も小さくなる。

	sym
	Tail-symmetric
	左右のピルエットでテールの止まりに差異が生ずる場合、この設定値を(+/-2～4)の範囲で設定して、左右の止まり具合を均一化させる。この設定により、効果がない場合は、Pゲインの値と/またはD 感度の値を高くする。期待した効果が得られない場合は、smooth-stop の値を変更する。但し、smooth-stop は、本来０が最適化された設定値である。

	dyn
	Tail Stick-
dynamic
	テールスティックのダイナミック（応答性）の設定。この設定値は、スティックの入力に対してサーボが応答する速度を設定する。３Dフライトの場合は、この値の設定値をまず５０に設定してみる。スケールフライトの場合は、この値の設定値をまず２５に設定してみる。５０より高い値を設定すると、テールの振動が起こりやすくなる。

	DMA cyc
	DMA-cyclic
	ピッチパンピング（激しく機体を上下に振る）やメトロのように、高速なサイクリックやピッチの変化を伴うとテールが安定しなくなる場合は、これらの値で調整する。

	DMA
pitch
	DMA-pitch
	

	stop
	smooth stop
	最適な値は０



Swashplate メニュー
警告

電動機の場合は、GT5の設定変更をする場合には、常にモーターを取り外すか、またはESCからのケーブルを抜いてください。意図しないモーターの回転による事故を防ぐための予防処置です。

スワッシュプレートメニューは、２つの設定項目がある。

1) 最大ピッチと最小ピッチの設定
送信機の全てのチャンネルのエンドポイント(ATV)をすべて１００％に設定することを推奨している。90°、120°、135°のeCCPM機能はGT5で処理されるので、送信機のスワッシュプレート設定は、従来のメカニカルミキシングに設定することが重要であり、送信機のスワッシュプレート設定をそれ以外に設定してはいけない。３Dフライトでは、アイドルアップのピッチカーブを０％～１００％の直線で、中間点で５０％となるように設定する。その後、GT5のスワッシュプレートピッチ設定で、プラス、マイナスそれぞれの最大ピッチを必要に応じて設定する。一般的に、設定の初期値としては、プラス・マイナス11度のピッチレンジから設定を始めるとよい。ピッチの計測にはピッチゲージの使用を推奨する。

2) サイクリックコントロール応答性の設定
ロールレートとフリップレートは、機械的に許容されるサイクリックのピッチ角と、エルロンとエレベーターチャンネルのエンドポイントによって規定される。まず、メインブレードを機体と並行の位置に置いて、メインブレードのピッチ角がゼロになるように、スロットルスティックを操作する。次にエルロンスティックを一杯に切って、メインブレードがノーズ側から見て6°となるようにGT5のスワッシュプレート・エルロンを設定する。次に、メインローターを機体と直角になる位置に置いて、エレベータースティックを一杯に切って、メインブレードのピッチ角が６°となるように、GT5のスワッシュプレート・エレベーターを設定する。（この際、ローターブレードは機体の側面から見ている。）一般的に、プラスマイナス6°のサイクリックピッチが空気力学的に最も効率の良いサイクリックコントロールを提供する。サイクリックピッチレンジをプラスマイナス6°以上に設定すると、ブレードストールが起こる可能性がある。サイクリックピッチレンジをプラスマイナス6°に設定した後で、送信機のエルロン、エレベータのエンドポイントを増減することによって、サイクリックコントロールの応答性を調整することが出来る。エンドポイントを１００％以上に設定することにより、ロールレートやフリップレートを高めることができる。エンドポイントを１００％未満の数値にすることで、ロールレートやフリップレートを低くすることが出来る。スムーズで落ち着いたフライトフィーリングを得るために、２０％～３０％のExpo を設定することを推奨する。送信機の Expo と Dual Rates は、通常通り機能する。

	
	Type
	スロットルチャンネルを初期化する。電動機は０、エンジン機は１を選択する

	
	Pitch
	コレクティブピッチの値を増減する。設定値を大きくすると、コレクティブピッチレンジが大きくなる。

	
	Aileron
	ロールレートを調整する。設定値を大きくすると、ロールレートが高くなる。

	
	Elevator
	フリップレートを調整する。設定値を大きくすると、フリップレートが高くなる。


注：通常、エルロンとエレベーターの設定値は１００となる。それぞれの値を最大値に設定することも可能である。もし、機体の敏捷性が高すぎて安定感に欠ける場合は、送信機のエルロン、エレベータのエンドポイントを減ずることにより、機体の安定度を高めることが出来る。（下線部は原文では If the helicopter does not have too much agility となっているが、恐らく If the helicopter has too much agility の誤りかと思われる。）これは、ラダーの応答速度を送信機の４ｃｈのエンドポイントで増減するのと同じ理屈である。GT5で設定値を最大値（１００）にするのは、それにより高い敏捷性を得られるのみならず、GT5 の D-Value の応答も速くなるからである。

サーボメニュー

まず、サーボホーン長を適切なものとして、スワッシュプレート、テールローターが干渉しないように組み付け、その上で、GT5上で微調整をすること。

ニュートラル設定

	
	テールサーボのニュートラルを+/-100の範囲内で設定

	１
	サーボ1（エルロン左側）のニュートラル設定

	２
	サーボ２（エレベータ）のニュートラル設定

	３
	サーボ３（エルロン右側）のニュートラル設定


リバース設定

	１
	サーボ動作方向設定


	２
	

	３
	


動作角設定
	１
	サーボ動作角設定。スワッシュサーボの動作速度が均一でない場合、スワッシュプレートが上下動する場合に水平を保持できない。その場合は、この設定での調整を試みる。設定値は５０～１２５の間。

	２
	

	３
	


サーボリミットの設定

	テールA
	各サーボのリミットを両方向において設定する。両側の設定値を揃えることが望ましい。両側の設定値の差は２０以上とならないこと。

スワッシュサーボについては、通常は設定値を変更する必要はないので、両方の動きが均等でない場合にのみ設定値を調整する。

テールサーボに関しては、この設定は重要。ラダースティック左右において、干渉のないようにすること。もし、干渉がない場合は、最大値に設定する。（この部分の英語、かなり酷い）

	テールB
	

	エルロン左A
	

	エルロン左B
	

	エレベータA
	

	エレベータB
	

	エルロン右A
	

	エルロン右B
	


サーボの設定に関しては、常にサーボに付属のマニュアルで適正な値を確認すること。設定値を誤ると、サーボの破損に繋がる。

	
	サーボパルス
	サーボパルスを 1520us / 760 us / 970 us から選択

	
	サーボ周波数
	テールサーボの周波数を指定する。設定可能範囲は 50Hz ～ 333Hz。高級なデジタルサーボは、通常160Hz以上となっている。アナログサーボや古めのサーボでは50Hz – 60Hz 。もし、周波数がはっきりしない場合は、低めの周波数を選択することが安全である。仕様より高い周波数を設定すると、サーボを傷める可能性がある。

	
	ディレイ
	サーボアームが45度回転するのに要する時間は、サーボに対する給電電圧とサーボの速度に依存する。この設定値は、GT5の性能を最適化するために用いられる。

	
	スワッシュプレートタイプ
	スワッシュプレートタイプを機種に合わせて、90°、120°、135°から選択する。140°のスワッシュプレートには、135°を使用する。

	
	テールディレイ
	サーボアームが45度回転するのに要する時間は、サーボに対する給電電圧とサーボの速度に依存する。この設定値は、GT5の性能を最適化するために用いられる。

	
	スワッシュサーボ周波数
	絶対にこの値を使用するサーボの許容値以上に設定しないこと。サーボの仕様書に従うことが必要。設定値が不明の場合は、低めの周波数を使用すること。サーボの許容値より高い値を設定するとサーボが故障する。


センサーメニュー

ジャイロセンサーの適切な修正方向を設定する。必ずGT5のメインメニューを表示させて、この設定を行うこと。エルロン、エレベータ、テールの順に設定する。

	
	スワッシュプレートの正しい修正方向を選択する。

· 機体の機首を下げた場合、スワッシュプレートがアップ方向に傾くことを確認する。

· 機体を左側に傾けた場合、スワッシュプレートがエルロン右方向に傾くことを確認する。

· 機体の機首を左に回転させた場合、機首を右に回転させる方向にピッチスライダーが動くことを確認する。

	
	ピルエット最適化方向の設定。ピルエット最適化は、ピルエット中の機体を安定化させるが、誤った方向に設定すると、ピルエット中に機体が揺れる（不安定となる）。

	
	この設定は、GT5のユニットの設置方法を指定する。GT5のユニットは縦置き、横置きのいずれでも使用可能であるが、設置方法をGT5に教えておくことが必要。また、縦置きの場合は、メインマストと平行に、横置きの場合は、メインマストと直角になるように設置される必要がある。

	
	デッドバンドの調整。設定値が小さいほどデッドバンドの範囲が小さくなる。

	
	フィルター強度の設定。この設定により、センサーユニットに対する機械的な振動の影響を減ずることが出来る。この設定値を下げると、振動の影響を受けやすくなる。


スティックメニュー
GT5ではエキスポは、0～127の数値で示され、0が最も敏感で値が大きくなるほど鈍感な設定となる。

	
	ラダーエキスポ
	テールのエキスポ設定

	
	スワッシュエキスポ
	スワッシュプレートのエキスポ設定

	
	スワッシュプレートスティックの応答性
	P/I menu の設定値と同じ値

	
	テールスティックの応答性
	この設定は、機体の反応速度を高めるために使うことが出来る。マイナスのエキスポを設定することと同様である。この設定を必要とするのは、３Dパイロットの一部であろう。

	
	ラダースティック応答性
	まず初期値のまま使用してみることを推奨。

	
	ラダースティックデッドバンド
	まず初期値のまま使用してみることを推奨。

	
	スワッシュプレートスティックデッドバンド
	まず初期値のまま使用してみることを推奨。

	
	スティックキャリブレーション
	まず初期値のまま使用してみることを推奨。GT5は、起動の度にニュートラルポイントを確かめる（ので、特に初期値を変更する必要はない）。古い送信機を使用する場合のみ必要な設定と考えてよい。


ツールメニュー

	
	エルロン･スケール・センサー
	まず初期値のまま使用してみることを推奨。

	
	エレベーター･スケール・センサー
	まず初期値のまま使用してみることを推奨。

	
	ラダー・スケール・センサー
	まず初期値のまま使用してみることを推奨。

	
	オート・エグジット
	サブメニューからメインメニューに自動的に復帰する時間を秒単位で設定する。

	
	送信機タイプ設定
	ノーマル、フタバS-BUS、JR･スペクトラムサテライトレシーバーの中から選択する

	
	送信機設定
	スペクトラムサテライトレシーバーを使用していて、スロットル・ピッチのチャンネルが適切でない場合は、MC22 または DX7 を選択する。適切なチャンネル割り当てを指定する。

	
	バインド
	スペクトラム・JR　サテライトレシーバーをバインドする際に使用する。

	
	リセット
	全ての設定値を工場出荷時の初期設定にリセットするために用いる。

	
	データ転送
	使用しない。


注意

エルロン・スケール・センサー、エレベーター・スケール・センサー、ラダー・スケール・センサーの設定値は変更しないこと。これらの設定値は、適切なセンサーの動作に必要なものである。

もし、意図せずこれらの設定値が変更された場合には、GT5ユニットを機体から取り外して、水平なテーブルなどに置き、バッテリを接続する。メニューモードに入り、ユニットを90°回転させ、表示されている値が８９に変化することを確認する。この操作を3方向について実施することが必要となる。もし、表示されている値が８９とならない場合は、リセットをして工場出荷状態に戻す必要がある。

GT5設定のコツ

「トータルゲインスイッチ」は、飛行中にフライトフィーリングを変更する場合に便利である。送信機の、２ポイントの設定が出来る「補助チャンネル」(Auxilliary)に割り当てられているチャンネルを使用して、GT5のメインディスプレーで、トータルゲインを１００％と６０％に設定する。このトータルゲインは、スワッシュプレート及びラダーのゲインを一括して制御するものである。テストフライトに際しては、まずトータルゲイン６０％を使用してみる。６０％では、機体は少し安定性に欠け、サイクリック及びテールの反応も鈍いと感じられる。テールがハンチングをせず、ロール軸、ピッチ軸にも揺れ（振動）が見られない場合は、スイッチでトータルゲインを１００％に切り替えてみる。もし、機体がハンチングや振動（揺れ）を示す場合は、ゲインが高すぎて、共振を引き起こしていることを示すので、トータルゲインを６０％に戻す。一旦機体を下ろした後で、高い方のトータルゲインの設定値を下げる。離陸して、機体の揺れが見られなくなるまで、高い方のトータルゲイン設定値を徐々に下げていく。ゲインの最大値は、ローターの回転数やGT5の他の設定値の影響も受ける。

初めてのフライトテストの際には、P と I の値は４０％を超えない値とする。トータルゲインを１００％にして、異常が見られなければ、スティックを色々な方向に少し動かしてみる。もし、サイクリックコントロールが「柔らかく」感じたり、ロール方向やピッチング方向への動きの途中で止まってしまったりする場合は、スワッシュプレートのP の値を５ポイントから１０ポイントの間で高くしてみる。サイクリックコントロールの反応が適正となるまで、この操作を繰り返す。あまり経験の無いパイロットの場合は、一般的にスワッシュプレートの I には、P の値より10ポイントほど低い値を設定する事が望ましい。例えば、スワッシュプレートのP の値が６５であるならば、I の値は５５と言う具合。

　経験の豊富なパイロットの場合は、I の最適値を見出すために、ロールやフリップをしてみると良い。もし、ロールやフリップのレートが一定していない場合は、I の設定値を上げる。但し、一旦I の設定値を、ロールやフリップのレートが安定するまで上げた場合、それ以降は変更しない事。

　さいくりっくコントロールの高速な応答性を得るためには、Feed Forward の値を80％～99%の間に設定する。もし、ソフトな操作感を望むなら、これより低い値を設定する。もし、Feed Forward の設定値が 90 ～ 100 を越えるような高い値に設定されると、ダウン方向またはアップ方向での急激な停止動作を伴うような演技の際に、機体が停止する直前に機体が揺れたり、テールが流れたりの上体が見られる。このような症状が見られる場合には、Feed Forward の設定値を少し下げるとともに、D-Sense の設定値を上げてみると効果のある場合がある。通常は、I-D-Stick は１００に設定されるが、小型の機体の場合は、この設定値を60～80%に調整する必要があるかもしれない。GT5の設定値の変更は、1回につき1項目ずつ変更を加える事が重要である。そうしないと、どの設定値の影響なのかを判断する事が難しくなってしまう。

　テールの設定に際しては、トータルゲインの設定値がテールの設定に影響を与えるという事を忘れてはいけない。もし、ソフトなテールのコントロール感を望むなら、Tail Stick Dynamic(応答性) を25前後にせ呈してテストを始めると良い。逆に３Dフライトの場合の様に、テールが機敏に応答するハードなコントロール感を望むなら、この値を 40～50に設定してみるとよい。もしピルエットからの停止がソフトすぎる場合は、テールの P の設定値を5ポイントずつ増加させながらテストをすると良い。もし P の設定値が高すぎる場合には、テールがハンチングし始める事になるだろう。高速な後退飛行では、Pの値が低いと、テールの保持力が不足する事になるだろう。

　ピルエットのテストを続ける。もし、ピルエットレートが一定でない場合、テールの I の値を5ポイントずつ増やしながら、ピルエットをしてみる。ピルエットレートが不安定ではいけない。一度、I の値を設定すれば、それ以降は変更する必要はないだろう。

　ピルエットレート自体を変更するためには、送信機のラダーチャンネルのエンドポイントを使用する。

　コントロールに対する応答速度は、スワッシュプレート設定メニューで設定するが、それには２つの方法がある。

1） より機敏な動きをさせるためには、スワッシュプレートセットアップメニューに入り、エルロンまたはエレベータを選んで、設定値を高める。

2） 送信機のエルロン、エレベータチャンネルのエンドポイントの値を増加させる

注意：

操縦性と安定性を高めようとして、全ての設定値を闇雲に上げていくことは避けなければ行けない。機体の操縦性は、機体自体の性能と機械的な組み付けによる制限を受けるものであるからだ。

